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１．次の文章は免疫についての説明である。文章中の①から⑤にあてはまる適切な語句
　を解答欄に記入せよ。

　免疫が過敏に反応することで生体に不都合な影響を与える場合があり、このよ
うな過敏な反応を（　①　）という。 ①の原因となる抗原を（　②　）といい、 ②
の体内侵入によりおこる急激な全身性症状が現れることを（　③　）といい、死に至
ることもある。
　エイズは免疫不全症の代表的な疾患で、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）が
おもに（　④　 ）に感染することで免疫力が低下し、 体内に侵入した病原体を除去で
きずエイズを発症する。免疫力が極端に低下すると、健康なヒトでは感染しないよう
な病原体にも感染しやすくなり、これを（　⑤　）という。

２．次の文章はホルモンについての説明である。文章中の①から⑤にあてはまる　
　適切な語句を下記の語群から選び、その記号を解答欄に記入せよ。

　ホルモンは（　①　）腺から血液中に直接放出され、ホルモンに特異的に結合する
（　②　）を持つ（　③　）に作用し、その器官の働きを制御する。ホルモンの分泌は、
最終的に生じる結果が反応前の段階（原因）に戻って作用する（　④　）と呼ばれる
システムで調節されている。
　視床下部にある（　⑤　）細胞は、放出ホルモンや放出抑制ホルモンが分泌され
下垂体前葉からのホルモン分泌が調整される。

【語　群】
　　（ア）ホメオスタシス	 　      （イ）フィードバック	　    　（ウ）外分泌	
　　（エ）前葉	 　　　　　　（オ）神経分泌		 　　    （カ）標的細胞	
　　（キ）内分泌		  　　　（ク）目的細胞	　　　      　  （ケ）可変部	
　　（コ）受容体
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３．次の文章はＤＮＡについての説明である。図はＤＮＡの模式的構造を示す。文章
　および図の①から⑤に入る適切な語句を解答欄に記入せよ。

　図中の破線で囲まれたＡの部分はＤＮＡの基本単位を示し、この基本単位を（　①　）
という。①は（　②　）とＤＮＡを構成する糖の（　③　）と 4 種の（　④　）が結合し、
多数鎖状につながった形状をなす。
　図中の破線で囲まれたＢの部分では特定の④どうしが結合する性質を示している。
この性質を（　⑤　）という。
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４．次の図や文章は生物とエネルギーについての説明である。下図および文章中の 
  ①から⑤にあてはまる適切な語句を解答欄に記せ。

　ＡＴＰの構造は（　①　）に３つのリン酸が結合した構造をなし、酸素を用いて有
機物を分解し、ＡＴＰを合成する過程を呼吸という。
　呼吸において最も多量にＡＴＰの合成を担うのは、真核細胞内に存在する細胞小器
官のうちの（　②　）である。
　生体内の化学反応である代謝を速やかに進める物質を（　③　）といい、これは

（　④　）でできている。生体内にはさまざまな③が存在し特定の物質のみに作用する。
この性質を（　⑤　）という。

５．次の文章と表はヒトの体液とその成分についての説明である。①から⑤に入る適
   切な語句を語群から選び、その記号を解答欄に記入せよ。

　ヒトの体液は血液、（　①　）、（　②　）に分けられる。このうち血液は、液体成
分の（　③　）と有形成分である血球に分けられる。
　表は、血球成分について表したものである。

特　　徴 主な働き

有形成分
赤血球 円盤状、無核、直径６～９μｍ （　④　）
白血球 アメーバ運動、有核、直径９～２５μｍ 食作用・免疫
血小板 無核、直径２～３μｍ （　⑤　）

液体成分 （　③　）水、タンパク質、無機塩類、その他の有機物

【語　群】
   （ア）血液凝固　     （イ）静脈血　　  （ウ）動脈血         （エ）二酸化炭素の運搬
   （オ）組織液	   （カ）リンパ液　 （キ）血しょう　　（ク）線溶
   （ケ）酸素の運搬　 （コ）血清


